
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立大宮小学校 ）     学校番号 ０４３                             【様式】 

目 指 す 学 校 像 ・児童が生き生きと活動する学校 ・地域とともに歩む学校        

          

重 点 目 標 

１ 児童が自己肯定感を高め、自分から進んで学ぶ授業の充実 
２ 安心感のある学校づくりと児童が自分の安全への意識を高める安全指導の継続 
３ コミュニティスクールの仕組みを生かした、地域や保護者の信頼にこたえる学校づくり 
４ 個々の力を発揮し、向上させる教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○本校実施の学校評価アンケートで「授業で学習

したことがきちんとわかっている。」の質問に

肯定的な回答をした割合が９割を超えている。 

○学習状況調査の結果、漢字・計算の正答率が８

割を超えている。 

〈課題〉 

○児童が自ら考えて行動したり主体的に学習に取

り組んだりするなかで、達成感や充実感を味わ

えるようにすることが課題である。 

○自分の考えを表現することに苦手意識を感じて

いる児童が一定数おり、互いの考えを認め合う

なかで、自信をもって学習に取り組めるように

することが課題である。 

・思考・判断・

表 現 力 を 培

い、学びに向

かう人間性を

高める協働学

習の工夫 

 

 

 

①さいたま市アクティブ・ラーニング型

授業を実施し、ＩＣＴを効果的に活

用した協働的な学習を推進する。 

②児童が自ら設定した課題の解決に向

け、学習方法を選択できるように

し、主体的に学べる環境を整える。 

①本校実施の学び方アンケートの「グル

ープで活動するときに、友だちと協力

して課題やめあてに取り組める。」の

質問に肯定的な回答をした割合が９割

を上回ったか。②同アンケートの「グ

ループや自分で決めた計画に沿って、

進んで調べたり作ったり発表でき

る。」の質問に肯定的な回答をした割

合が９割を上回ったか。 

①回答結果は９８％が肯定的な回答結果とな

り、指標を上回った。ＩＣＴは学年が上が

るに連れて、効果的と思われる場面で有効

に活用しながら、協働的な学習を進めてい

った。 

②回答結果は９２％が肯定的な回答結果とな

り、指標を上回った。 

A 

高い肯定的な回答だったが、このレベ

ルを次年度以降も維持か向上し、どの

教員でも実践できるようにする必要が

ある。普段の授業を、児童と共に学習

計画を立て、進めていく流れを確立さ

せたい。ＩＣＴの活用も効果的に使え

る機会を増やしていきたい。  

引き続き ICT を活用しながら、

全員が使えるようにしてもらい

たい。社会とのつながりを考え

ると統計的な部分にも少しでも

関わってくれるとよい。 

主体性というものはこれから絶

対必要。最終的には個に返って

くるので、伸ばしてあげたい。 

・校内研修のテ

ー マ で あ る

「児童主体の

協働学習」の

工夫 

①児童一人ひとりが、取り組むべき学習

課題等を自身で決める場を設定する。 

②「自分から進んで取り組む力」等、身

につける力を児童それぞれに意識さ

せ、学習後にどのような力がついたの

か振り返る時間を設定する。 

○本校実施の学び方アンケート「グルー

プや自分で決めた計画に沿って、進ん

で調べたり作ったり発表できる。」の

質問に肯定的な回答をした割合が９割

を上回ったか。 

回答結果は９２％が肯定的な回答結果とな

り、指標を上回った。振り返りは、「授業

アンケート」や「Excel」を活用して入力

したり、低学年ではワークシートに記入し

たりと、より多くの機会で取り組むことが

できた。 

A 
どの教科でも、ふり返りの時間をしっ

かり確保するための授業を展開してい

く必要がある。 
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〈現状〉 

○本校の教育に関するアンケートで「学校に楽し

く通っている」の質問に肯定的な回答をした児

童、保護者の割合は共に９割を上回った。 

○学校施設の老朽化に伴い、破損・不具合等が発

生する場所がある。 

〈課題〉 

○不安感等による登校しぶり傾向にある児童に対

し、組織的に支援していく体制、仕組みづくり

が課題である。 

○安全・安心して過ごせる学校施設となるよう、

施設修繕に適宜取り組んでいく必要がある。 

・保護者や児童

の相談に迅速

かつ丁寧に応

える校内体制

の充実 

①保護者や児童からの相談に対し、迅速

な情報の共有化を図り、丁寧な対応

が組織的にできるようにする。 

②ＳＡや少人数指導教員を活用し、オン

ライン授業や Sola ルームでの学習な

ど個に応じた指導の充実を図る。 

①本校実施の教育に関するアンケート

「保護者の相談や要望に適切に対応し

ている」の質問に肯定的な回答をした

割合が９割を上回ったか。 

②臨機応変にＳＡや少人数指導を配置

し、個に応じた指導の充実につなげる

ことができたか。 

①教職員からは１００％肯定的な回答、保護

者からは９３％が肯定的な回答結果となっ

た。 

②年度当初に配置したＳＡのシフトを、学級

の実態や、不測の事態に対応して、配置変

換できた。 

A 

本年度は教室に入れない児童が一時的

に保健室や会議室等を使用していた。

Sola ルームでの学習は、活用できてい

ない現状であるが、必要とする児童も

いることから、必要な時に活用できる

ような環境を整えていく。 
 

安全面では防犯ボランティアの

おかげで助かっている。開かれ

た学校の中での防犯意識を高め

ていきたい。地域の人にも防犯

ボランティアにぜひたくさんな

ってもらいたい。 

保護者への対応は迅速に対応で

きていると感じている。担任の

先生に言いにくいことをどこに

相談したらよいかがわからない

保護者や児童もいる。 

・児童の事故防

止のための安

全 管 理 の 徹

底。 

①安全点検を月に１回確実に実施し、集

約した点検票を速やかに共有する。 

②修繕の必要度合いに応じ、教育委員会

と速やかな連携を行う。 

①本校実施の教育に関するアンケート

「交通安全」「防犯・防災」の質問に

肯定的な回答をした割合が９割を上回

ったか。 

①教職員からはともに１００％、保護者から

は、「交通安全」が９２％、「防犯」が、

９４％の肯定的な回答結果となった。 A 
肯定的な回答率が高かったので、引き

続き、現状の取り組みを維持し、事故

０を目指していく。 
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〈現状〉 

○学校運営協議会にて児童の様子について情報共

有を行い、継続して地域、家庭、学校が連携

し、協力し合いながら児童の健全育成を図って

いくことを確認した。 

○本校の教育に関するアンケートで「保護者や地

域の方々に学校の取組や子どもたちの様子をわ

かりやすく伝えている」の質問に肯定的な回答

の割合が８割を上回った。 

〈課題〉 

○大宮小学校運営協議会における熟議の充実を図

り、児童に育てたい力を明確にしながら、その

実現に向けた方策を定め、継続的な行動の方針

を定める必要がある。 

・児童に育てた

い 力 を 共 有

し、実現に向

けた方策を定

めるための情

報発信 

①本校のホームページ上で学校運営協議

会の情報を発信し、広く共有できるよ

うにする。 

②学校行事だけでなく、普段の児童の様

子を定期的にホームページにアップし

児童の成長に対する関心を高める。 

○本校の教育に関するアンケートで「保

護者や地域の方々に学校の取組や子ど

もたちの様子をわかりやすく伝えてい

る」の質問に肯定的な回答の割合が９

割を上回ったか。 

 

・教職員からは９６％、保護者からは９１％

の肯定的な回答結果となった。 

A 

ホームページの更新頻度は充実してい

るが、保護者の１割弱が、否定的な回

答をしているので、より伝わりやすい

周知をする必要がある。 

 

HP の大宮トピックスは年々よく

なっている。更新は大変だとは

思うがこれからもお願いした

い。 

赤い羽根募金、これからもお願

いしたい。集まった１３万円強

のうち、中部地区には２割ほど

戻ってくる。この取り組みは地

域とのつながりになっている。 

 

・ 地 域 に 貢 献

し、地域に関

わっていこう

とする児童の

育成と情報発

信 

①学校だより等で地域行事への参加を呼

びかけ、自分の住む地域の良さを知

り、関わっていこうとする態度を育て

る。 

②「ひる活動（駅前清掃活動）」や「募

金活動」などを通して、地域に貢献し

ようとする態度を育てる。 

○本校の教育に関するアンケートで「ひ

る活動等、他に役立とうとする気持ち

を育てるための教育を行っている」の

質問に肯定的な回答の割合が児童、保

護者共に９割を上回ったか。 

・教職員からは７１％、保護者からは９３％

の肯定的な回答結果となった。４年生が社

会福祉協議会と連携して赤い羽根の募金箱

を地域に４０個設置し、137,856 円の募金額

であった。 
A 

地域に出ての活動を月１回ペースで実

践しているため、保護者目線では肯定

的な回答が多かった。学校運営協議会

の児童の参画を試みたが、さらに実践

の中で、教職員の意識を高めていきた

い。 
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〈現状〉 

○ＩＣＴの活用方法について、ＩＣＴ教育推進部

を中心に情報収集及び共有を行っている。 

○校内で協働学習の工夫について研修を行ってお

り、話合い活動を積極的に学習に取り入れてい

る。 

〈課題〉 

○教職員のＩＣＴ機器の活用スキルに差異があ

り、誰もが学び続けられる職場環境づくりが求

められる。 

○ＩＣＴを活用した授業実践の研究や事例収集等

を行い、教職員間で共有する必要がある。 

・児童主体の課

題解決学習を

通した「学び

に向かう人間

性を高める協

働 学 習 の 工

夫」について

の校内研修の

実施 

 

①エバンジェリストを中心に、ＩＣＴを

活用した授業に積極的に取り組む。ま

た、ＩＣＴの活用方法について学ぶ研

修を実施したり、資料を配付したりす

る。 

②校内研修を充実させ、教員が授業を公

開し合い、取組を共有し、授業に生か

せるようにする。 

①教員の ICT 活用能力に関するアンケー

トで、「グループで話し合って考えを

まとめたり、協働してレポート・資

料・作品などを制作したりするなどの

学習の際に、コンピュータやソフトウ

ェアなどを効果的に活用させる。」の

肯定的な回答が９割を上回ったか。 

 

 

②学習に関するアンケートで、「自分の

考えを表現したり共有したりする時

に、学習ソフトを使っている」の質問

に肯定的な回答の割合が９割を上回っ

たか。 

①２月４日時点で、まだアンケートは来てい

ないが、授業を担当している教員は、積極

的に ICT を活用して学習を展開している。

児童も、高学年を中心に使い慣れている。 

②児童は３．４１の回答結果（百分率換算で

は８５％）であった。オクリンク、Canva、

PowerPoint などをよく使用している。 
A 

校内での活用は増えているが、日常の

活動で効果的だった実践などを、Teams

を活用して周知し、情報の共有をして

いきたい。また、教職員の活用スキル

には差異があるため、ICT の活用の研

修の機会を設定し、教員も使い慣れて

いる状態にしていきたい。 
 

どんどんやっていただきたい。

情報管理等のリスクの部分だけ

先生方でしっかりしていただけ

れば。 

AI の活用もこれから入ってくる

のであろう。 

SNS の時代になっているので、

止めるのではなく安全にルール

の中で進めていきたい。全部 PC

ではなく、読み書きも並行させ

ていきたい。 

 


